
会場：萩博物館 山口県萩市堀内355番地 
主   催：国土交通省中国地方整備局・萩市 
共   催：津山市・高梁市・松江市・尾道市・竹原市・津和野町 
参加費：無料（どなたでも参加いただけます） 

■ 北海道大学大学院 教授 越澤 明 氏による基調講演 

■ 歴史まちづくりに取り組む７市町の長によるパネルディスカッション 
   《萩市長・津山市長・高梁市長・松江市長・尾道市長・竹原市長・津和野町長》 

☆参加ご希望の方は、下記項目を記入の上、Ｅメール又はＦＡＸにて送付して下さい。 
 ◆記載項目 
   ・氏名（ふりがな） 
   ・住所（市町村名のみ） 
   ・申込区分（個人・会社・団体・行政関係・その他） 
   ・連絡先（携帯可） 
 ◆申込み先 
   国土交通省 中国地方整備局 
          建政部 都市・住宅整備課 企画調査係 
   ＴＥＬ：082-511-6194 ＦＡＸ：082-511-6199 
   Ｅメール：kenseibu@cgr.mlit.go.jp 
 ◆申込み期限 平成25年10月31日（木） 

※お申し込みの際にいただいた個人情報は、当シンポジュウムの申込みのためだけに 
  使用し、その他の目的に利用したり第三者への提供はいたしません。 
※申込み者数が会場の定員を上回った場合、ご参加できない場合もございますので、 
  あらかじめご了承ください。 

【アクセス】 
JR東萩駅よりタクシー10分/徒歩30分 
JR新山口駅よりバス70分（萩バスセンター下車、徒歩20分） 

平成25年11月11日（月）13:00～16:45 

mailto:kenseibu@cgr.mlit.go.jp


◆ お問い合せ 
    国土交通省 中国地方整備局 建政部 都市・住宅整備課 
    Ｔ Ｅ Ｌ：０８２－５１１－６１９４    Ｆ Ａ Ｘ：０８２－５１１－６１９９ 
    Ｅメール：kenseibu@cgr.mlit.go.jp 

 

13:00 

13:20 

13:30 

14:45 

開会挨拶 〔中国地方整備局長、萩市長、山口県知事（来賓）〕 

歴史まちづくりの最近の状況について（国土交通省） 

パネルディスカッション 
「歴史まちづくりの成果と 
      中国地方の歴史まちづくりの今後」 
・コーディネーター  越澤 明 氏 
・パネリスト     萩  市  長      野村 興兒 氏 
           津山市長     宮地 昭範 氏 
           高梁市長     近藤 隆則 氏 
           松江市長     松浦 正敬 氏 
           尾道市長     平谷 祐宏 氏 
           竹原市長     小坂 政司 氏 
           津和野町長    下森 博之 氏 
           中国地方整備局長 栗田 悟 

プロフィール 
 北海道大学大学院工学研究院都市計画研究室教授。 
 １９５２年生まれ。東京大学工学部都市工学科卒、東京大学大学院博士課程修了、
工学博士（東京大学）。神奈川県庁などを経て１９９８年より現職。 
 主な著書は、『東京の都市計画』（岩波新書）、『復興計画』（中公新書）、
『後藤新平』（ちくま新書）など。日本都市計画学会石川賞、土木学会著作賞、日
本不動産学会著作賞、都市住宅学会著作賞などを受賞。 
 国の公職は、１９９６～２００１年、総理府：歴史的風土審議会専門委員、 
建設省：都市計画中央審議会専門委員。２００１～２０１１年、国土交通省：社会
資本整備審議会委員、この間、住宅宅地分科会長、都市計画・歴史的風土分科会長、
歴史的風土部会長に就任し、都市再生特別措置法、景観法、高齢者住まい法などの
答申に関わる。特に、歴史まちづくり法の答申は、２００５～２００８年、歴史的
風土部会に設置された２つの小委員会委員長に就任して関わる。認定都市との関わ
りでは、犬山市歴史まちづくり協議会長、美濃市歴史まちづくり協議会長、長浜市
歴史まちづくり協議会アドバイザーに在任。 
 

基調講演 
「成果が現れた歴史まちづくり法」 
               こしざわ      あきら 

北海道大学大学院  教授 越澤 明 氏 

16:40 閉会挨拶 〔中国地方整備局副局長〕 
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